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研究成果の概要（和文）：大規模乳幼児コホート調査へ参加の1歳から4歳の小児約2千名について、全ての健康
に関わる環境要因、遺伝要因、社会要因、生活習慣要因等を網羅的に調査し、同時に口腔の発達と口腔保健推進
に関わる親の意識調査を継続実施した。同時に、大規模調査で実施可能なう蝕リスク検査として乳歯硬組織の評
価法の開発を行った。これらの成果は、今後10年間以上継続するコホート調査を継続するための研究基盤と縦断
的解析データを得ることができた。

研究成果の概要（英文）：About two-thousand participates of large-scale birth cohort survey were 
analyzed about the health-related factors, such as environmental, hereditary, social and lifestyle 
factors.  In the same time, we analyzed the behavior and the attitude of parents for oral health 
care and promotion.  Furthermore, we developed the new method to estimate the risk of dental caries 
of deciduous tooth, which was suitable for mass examination.  From these results, we established the
 sustainable research base and fundamental data of long-term cohort survey continuing more than ten 
years.

研究分野：予防歯科学
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１．研究開始当初の背景 
子どもの良い養育環境が子どもの健康を
推進し、生涯の健康維持増進への取り組みへ
と展開していく。それでは、どの様な養育環
境が子どもの健康に良い影響を及ぼすのか
を正確に把握するには、これまで多くの報告
がある症例－対象研究（ケース・コントロー
ル研究）では、後ろ向き調査であるので詳細
に検討できない。そこで、子どもの健康と養
育環境を詳細に調査する前向き調査である
大規模コホート調査の実施が必要になる。環
境と子どもの健康に関しては、G8 環境大臣
会合（1997）にて「子どもの健康と環境」に
関する宣言を発表され、現在まで世界中で 10
万人規模の３つの大規模コホート調査が実
施されている。デンマーク（1997）、ノルウ
ェー（1999）、米国（2000）である。我が国
では、平成 18 年に環境省「小児の環境保健
に関する懇談会」において疫学的調査に関す
る提言が取りまとめられ、世界で 4番目の 10
万人大規模コホート調査「子どもの健康と環
境に関する全国調査」（通称、エコチル調査）
が実施されることとなった。エコチル調査で
は、全ての健康に関わる環境要因、遺伝要因、
社会要因、生活習慣要因等を、臍帯血・採血
等の詳細な生化学的検査と遺伝子配列解析
をも網羅して、日本全国の 10 万人の生まれ
来る子どもたちを、妊娠中から 13 歳まで追
跡する前向き調査である。その宮城県の地域
拠点、宮城ユニットでは 9千人の全体調査を
管理しているが、その対象者に対して宮城ユ
ニットオリジナルの追加調査を実施してい
る。この調査は、全体調査で網羅的に収集し
た全身の詳細な回答結果のデータを突き合
わせて、全身状態を含めて追加調査の結果を
解析できる極めて情報の質の優位な調査が
出来る利点がある。調査は対象小児が 13 歳
になるまで、更に 10年以上継続される。 
 
２．研究の目的 
小児の顎顔面の発達と口腔の発達段階の
評価、「食べる」「話す」「表情を作る」とい
った口腔の機能獲得の過程、う蝕・歯肉炎等
の小児に起きる歯科的疾患の発症と予防、歯
科矯正学的な問題となる習癖やその後の口
腔の発達に影響を与える生活習慣、これらの
課題をエコチル調査宮城ユニット追加調査
参加者について就学前まで追跡調査を実施
する。特に宮城県は、小児う蝕の多い地域で
あり（平成 24 年度 3 歳児歯科健康診査統計
では、政令指定都市を除く宮城県は都道府県
ランキングで下から 5番目の 43位）、宮城ユ
ニットの参加者の居住地は、宮城県内でもう
蝕多発地域であるので、多くのう蝕発生に関
する情報と、う蝕発生に関連する網羅的な要
因解析と全身への影響の調査が可能である。
本調査では、これまで解析出来なかった遺伝
学的、生化学的検査を出生前の母親から乳幼
児まで実施しているので、その他の生活環
境・社会環境に関わる網羅的な要因調査から

全く新しい質の高い調査結果が得られ、
Evidence-based Medicine（EBM）の品位の
高い解析結果が得られると共に、う蝕発生の
地域格差の問題や震災で生活習慣が大きく
変化した乳幼児の口腔内疾患発生状況をも
追跡できる意義のある研究となる。 
 
３．研究の方法 
エコチル調査は、平成 24 年度調査登録者
を 3年かけて公募・登録し、参加者の妊娠時
のデータ収集を平成 26 年度に完了する。本
調査は平成 24 年度から開始し、同時に宮城
ユニットの追加調査「口腔の健全な発育と疾
病予防に関するコホート調査」もスタートし、
平成 40 年で完了する。乳幼児の家庭訪問・
発達検査・小児検診は、平成 27 年度から開
始した。本研究は、平成 24 年度参加者が 2
歳の時から就学前の調査までを実施し、平成
27 年度から 29 年度までを調査期間とした。
平成 30 年度からのエコチル調査は、学齢期
に入り、永久歯への交換期に入り、全身も第
二次性徴が現れるなど大きな身体的変化が
発現するので、本研究後も継続研究を実施す
ることとした。 
エコチル調査の本調査は 6か月毎に調査票
を送付して、回答を回収している。追加調査
は、この本調査時に同時に行うものであるが、
宮城ユニットの 26 課題は、全ての本調査時
に追加調査を行う必要が無く、宮城ユニット
の運営会議で課題責任者の調整を行って実
施時期を決定した。これまで、1 歳、1 歳半
の追加調査を実施し、「口腔の健全な発育と
疾病予防に関するコホート調査」では 1歳半
の追加調査に参加している。追加調査は、一
年毎に実施されているが、宮城ユニットの会
議でその時期が調整されたが、3 年間に渉っ
て同じ年齢の対象者が発生するシステムで
あった。 

3歳時、4歳時、5歳時、6歳時に実施する
口腔発達保健調査では、口腔の機能獲得の過
程、う蝕・歯肉炎等の小児に起きる歯科的疾
患の発症要因と予防やその後の口腔の発達
に影響を与える生活習慣、さらに、保護者と
乳幼児の関わり合いを調査した。その他の身
体発育・病歴・精神神経発達・社会学的生活
環境・保護者の精神的状況・ソーシャルキャ
ピタル因子は、本調査と同時に宮城ユニット
で実施される他の課題の回答結果を元に検
証した。これらのデータを集積して、小児の
口腔の発達と疾病予防、全身との関わりにつ
いて詳細に解析した。 
さらに、大規模調査で実施可能なう蝕リス
ク検査として、脱落乳歯を検体とする超音波
の特性を使用した乳歯硬組織の評価法の開
発・調整を行った。さらに、生活習慣の日常
生活をモニターするための自動記録装置の
応用を試みた。 
 
４．研究成果 
エコチル調査の宮城ユニット追加調査参



加者 3,658名について、エコチル調査の追加
調査として、他の幾つかの追加調査を同一の
追加調査質問紙にまとめて制作・郵送し、質
問紙の回収と個人の確認、データ入力とデー
タベースの構築、匿名化の作業を実施した。
本研究では、実験の運営に密接に関与するエ
コチル調査宮城ユニットとの連携によって、
年次毎の質問紙調査の対象者とのデータ収
集を実演しており、これによって研究者は調
査の運営を宮城ユニットセンターに任せて
実施した。これまでの研究の質問紙調査の進
捗状況は、現在もデータベースが順次更新し
ている。宮城ユニットでは、代表者が責任者
として「口腔の健全な発育と疾病予防に関す
るコホート調査」が研究開始当初からスター
トしており、妊娠前の母親・父親、1 歳時の
追加調査を完了し、今後 10 年以上の追跡連
結データの蓄積のデータ収集・入力待ちの状
態はこれからも継続される。今回の研究期間
では、追加調査時に実施する 3歳児と 5歳児
の質問紙調査用紙の設計を行い、調査に組み
込まれてデータを回収中である。この調査に
て、これまでの質問紙調査で収集が不足して
いる東日本大震災時の生活に関する情報や
家族の養育環境などについても調査を含む
こととした。則ち、宮城ユニットデータセン
ターに登録された質問紙調査や全身の発育
や健康のデータを順次詳細に検索し、健康な
発育を続ける乳幼児と口腔内に問題を抱え
る乳幼児の日常生活や身体状況を多変量解
析で精査し、重要な因子の抽出を行った。こ
れからもデータ入力とデータベース更新に
より、登録データの解析結果が変動していく
ので、5 歳児の段階を目処に結果を固定する
こととした。また、エコチル調査参加者の継
続的な参加の意思の継続のために、子どもの
保健情報を発信することが必要となり、子ど
もの歯の萌出と口腔保健の啓発は、調査を実
施しながらエコチル調査や本調査に影響の
無い限り行った。 
本研究では、大規模調査時の硬組織に関わ
るう蝕リスク検査を設計するために、これま
で当分野が開発してきた超音波硬組織硬度
計の応用法を試みた。小児は 5歳頃から小学
校卒業時までの期間に、乳歯が永久歯に交換
して脱落するので、この脱落乳歯を検体とし
てう蝕のリスク検査を行う方法で、これまで
の全く疫学調査で行われなかった新しい手
法である。本研究期間では、脱落乳歯を回収
する年齢までエコチル調査宮城ユニット研
究参加者が到達していないので、その調査に
向けての測定方法の検証を実施し、実際の測
定可能なシステムを構築した。同時に、一日
の乳幼児の生活サイクルを考える上で、身体
活動量や睡眠状態等の一日の生活の状態を
簡便に記録する装置にて検証を行った。更に、
育児データ回収を実施する際のＩＴの活用
法についても、幾つかの方策を考察した。 
以上より、世界で 4 番目の 10 万人大規模
コホート調査エコチル調査に参加した乳幼

児の内、宮城ユニットの追加調査「口腔の健
全な発育と疾病予防に関するコホート調査」
に参加している 1歳から 5歳の乳幼児を対象
とした口腔と全身・生活習慣や養育環境の社
会因子も含めた網羅的解析を継続実施し、多
くの知見を得ることができた。さらに、今後
の研究実施のための研究手法の開発と検証
を行い、今後の新たな研究の展開の準備が完
了した。この調査は対象者が 13 歳になるま
で継続するので、調査データは順次更新され
るために、その中間的な研究成果であり、今
後もさらに更新されて精度を上げていく予
定である。 
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